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突如「ニューエコノミー」なる言葉
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偽装問題の本質はここにある。技術

おもねて、経済至上主義の走狗に成

・技能の体系を破壊し、片や米国発

深さに乗せられた政治家や経済人

の秘訣を見失ったからである。あの

の教訓による建築確認の形式的手

たちまち民営化論にすりかえられて

した傾向の延長線上にあるのではな

鉄筋だけではない。日本の成り立ち

体系も、はたまた技術屋の魂も抜

 

ノミー」と蔑視された産業群。技術と

を等価として高機能・高品質への取

ったそれら企業の業績を見てみれ

があり、継続性を持った技術の体系

発揮しているかを見て取れるであろ
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アピールするものでもあります。どう

をご理解のうえご支援ください。 

コ２０指標」をまだお申込みでない方

冊以上（＠1,000×10冊＝10,000円）

願い致します。 

 



★ ｢みはし株式会社見学会｣レポート★ 
昨年12月2日、みはし株式会社の工場を見学しました。 

場所は埼玉県の小川町（和紙の町で有名）の近くで、の

どかな町の風情がある所でした。現地到着後、工場の会議

室において三橋社長より歓迎のお言葉を頂き、随所で工場

長の巧みな説明を受け非常にわかりやすく興味を覚えまし

た。まず代表的なサンメントなどモールディングの加工工程

を見学し、形を作るための大きなスチレンブロックの切断は

コンピューター制御で微妙なカーブは芸術的な技でした。

更に部品の在庫管理手法も工夫されており皆さん大変興

味深く見学されていました。 

★ 忘年交歓会 報告 ★ 
12月 5 日恒例の忘年交歓会が創業 77 周年を迎えた目

黒雅叙園で180名のご参加をいただき開催されました。 

保存建築「百段階段」を見学後、初めての試みとして和

室宴会場で行われた忘年交歓会は、旧目黒雅叙園から受

け継いだ日本画・螺鈿細工の建築美に驚愕の声が上がり、

また、福引では雅叙園宿泊券のほか豪華景品に一喜一憂、

和気藹々、楽しい会でありました。 

★賀詞交歓会 報告★ 
 例年グランドヒル市ヶ谷で開催してきましたが、協

会事務所に程近いホテルメトロポリタン・エドモント

に会場をかえ1月16日賀詞交歓会を行いました。                       世間から見放される」 
175 名の会員が新年を寿ぎ相互の交流を深めあいまし

た。 
 はじめに、村尾会長より観光産業のハード分野に関

わっている協会として4つの視点、①景観法の本格施

行による景観形成の具体化②観光市場は国際マーケ

ットとなっており国際市場の評価に耐える観光地づ

くり③待ったなしの地球環境問題④安全と安心の確

保、について活動を推進する旨の挨拶がありました。 

◆ 「ﾒﾙｷｭｰﾙホテル銀座東京」見学会ご案内 ◆ 

先にご案内の通り、事務所ビルをコンバージョンした宿泊

特化型ホテルの見学会・セミナー・交流会を開催致します。

建設の経緯から販売戦略までの概要を知るこの機会にぜ

ひご参加ください。 

日 時 ：平成18年2月8日（水） 14：30～18:30 

 見学施設 ：「メルキュールホテル銀座東京」 

         中央区銀座2-9-4 TEL03-4335-1111 

 集合場所：フェニックスプラザセミナー会場 

        〒104-8039 

        中央区銀座3-9-11 紙パルプ会館 

        TEL03-3543-8118 

 参加費：１０，０００円 

        ※集合場所にご注意ください。            

 

なお、定員まで若干名の余裕がありますので、事務局ま

でお申込みください。 

 ◆ ホテレス'06の協会出展内容 ご案内 ◆ 
 恒例のホテレスが今年も３月中旬に東京ビッグサイト

で開催されます。当協会のテーマは「ホテル・旅館のリノ

ベーション」ですが、今年のキャッチフレーズは

“MOTTAINAI”です。設備の無料相談コーナーを開設し、 

各種展示とセミナーを実施する計画です。汚れ配管の実

物や新しい配管模型を展示し、いろいろな“設備の

MOTTAINAI ところ、日本旅館のエコ２０指標”などをパネ

ルでわかりやすく解説いたします。 

 ２日目の午後には旅館・ホテルのエコロジー・省エネに

ついてのセミナーを会場内で開催いたします。 

※詳細は協会のホームページをご覧下さい。 

協会HP    http://www.kankou-fa.jp 

ホテレスHP  http://www.jma.or.jp/hcj/ 

 会員の皆様方のお客様をお誘いのうえ、当協会のブー

スにお立ち寄り下さるようお待ちしております。 

【展示と無料相談コーナー】 

日 時 3.14(火)～17(金) 10:00～17:00(最終日16:30まで)    

場 所 東京ビッグサイト 東展示棟 

協会ﾌﾞｰｽ 5M-101(東 5 ﾎｰﾙ)  

【セミナー】 

日 時 3.15(水) 13:00～16:30 参加費：無料 

場 所 東６ホール入り口左の会議室 

題 目 「エコに無関心な旅館・ホテルは 

 交流部会 第 88回「ゴルフ会」ご案内  
春のゴルフ会が5月26日（金）、タイガーウッズもプレ

ーした埼玉の「武蔵丘ゴルフコース」にて開催の予定で

す。今回は８８回の記念大会で、豪華賞品を用意してお

りますので是非多数ご参加下さい。 

日 時 ： 5月 26日（金）7時15分集合 

コース ：武蔵丘ゴルフコース 

        埼玉県飯能市中山（圏央道狭山日高ＩＣ7km） 

参加者 ： 60名(15組) 

費  用 ：￥14,000－（食事別）・会費￥4,000－ 

◆ カメラ倶楽部からのお知らせ ◆ 
 今年の撮影会は、春は皇居を一周しながら江戸城の

歴史と現代の光景を、秋には泊り掛けで匠の技の伝承

空間が残る飛騨高山方面の探訪を計画しています。撮

影会のモットーは、観光地を訪ねその土地特有の建物

や風景、食文化に触れながら、会員相互の交流を深め

て来ようというものです。カメラが無くても大歓迎、

多数の方々のご参加をお待ちしています。 

♥編集後記♥ 
年が明けてからの一大イベントはやはりホテレス

への出展参加です。今年の参加企業数は、今までにな

いほどの多数の企業が参加されるとのことで、大変喜

ばしい限りです。 
協会の力を大いに発揮できるように皆で頑張りた

いと思います。              Ｙ．Ｋ 


